
JP 4496193 B2 2010.7.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート状に構成され、少なくとも音声情報の再生が可能な音声情報記録／再生手段と、
前記音声情報記録／再生手段を表裏から挟み込んで互いに接着された第１及び第２の支持
シートと、前記第１の支持シートの前記第２の支持シートとの接着面とは反対側の面の全
面に接着された第１の表面シートとを具備し、前記第１及び第２の支持シート、並びに前
記第１の表面シートからなる積層体が折り部を中心に折り畳まれる第１の領域と第２の領
域とを有し、前記音声情報記録／再生手段は、前記第１の領域にて前記第１の支持シート
と第２の支持シートとに挟み込まれ、前記第２の支持シートは、前記第１の支持シートと
の接着面とは反対側の面のうち前記第２の領域の少なくとも一部に接着構造が表出してい
る音声メッセージ伝達媒体において、
　前記第２の支持シートの前記第１の支持シートとの接着面とは反対側の面に対して、前
記第１の領域に接着されるとともに、端部が前記折り部を越えて前記第２の領域の一部ま
で延びて接着された第２の表面シートを有し、
　前記接着構造は、前記第２の支持シートの前記第２の表面シートが接着されていない領
域にて表出していることを特徴とする音声メッセージ伝達媒体。
【請求項２】
　請求項１に記載の音声メッセージ伝達媒体において、
　前記第２の支持シートは、前記第２の表面シートが接着されていない領域に前記接着構
造によって剥離紙が剥離可能に貼着されていることを特徴とする音声メッセージ伝達媒体
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。
【請求項３】
　請求項１に記載の音声メッセージ伝達媒体において、
　前記第２の支持シートの前記第２の表面シートが接着されていない領域に、前記接着構
造によって印刷物が貼着されていることを特徴とする音声メッセージ伝達媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声情報の記録や再生が可能な音声情報記録／再生手段が組み込まれてなる
音声メッセージ伝達媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ダイレクトメールやグリーティングカード等の送付物においては、発送元に
おいて、発送される送付物が作成されるとともに送付物の発送先が指定され、その後、作
成された送付物が指定された発送先に送付されている。このように作成、発送される送付
物は、発送元から発送先に通知したい情報が掲載された印刷物が封筒に封入されて構成さ
れるものや、発送元から発送先に通知したい情報がはがき等のシートに印刷されて構成さ
れるもの等がある。
【０００３】
　送付物の発送先においては、送付されてきた送付物が受け取られた後、送付物に印刷さ
れた情報が閲覧されることにより、送付物の発送元にて通知したい情報が認識されること
になる。
【０００４】
　ところが、このように、送付物の発送元にて発送先に通知したい情報が印刷された送付
物が発送元から送付され、送付物の発送先において送付されてきた送付物に印刷された情
報が閲覧されることにより、送付物の発送元にて通知したい情報が発送先に伝達されるも
のにおいては、送付物の発送元における所望のメッセージを、視覚的にしか発送先に伝達
することができず、それにより、伝達可能な情報の種類が限定されてしまう。
【０００５】
　そこで、音声情報の記録や再生が可能なシート状の音声情報記録／再生手段が組み込ま
れてなる音声メッセージ伝達シートが考えられ、特許文献１に記載されている。この特許
文献１に記載された音声メッセージ伝達シートは、音声情報の記録や再生が可能なシート
状の音声情報記録／再生手段が２枚の支持シート及び表面シートに挟み込まれて構成され
、音声情報記録／再生手段にて再生された音声情報が、表面シートに形成された微細な穴
を介して外部に出力される。また、音声情報記録／再生手段にて再生された音声情報は、
表面シートが振動することによっても外部に伝えられる。これにより、音量の増幅作用が
生じ、音声情報記録／再生手段にて再生される音声情報の音量が小さなものであっても外
部に明確に伝えることができるようになっている。
【特許文献１】特開２００５－９９７０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した音声メッセージ伝達シートは、音声情報の記録や再生が可能なシート状の音声
情報記録／再生手段が２枚の支持シート及び表面シートに挟み込まれて構成されているこ
とから、音声情報の記録や再生が可能でありながらも一般のプリンタにて所望の情報を印
字することができるため、様々な用途に利用されている。例えば、結婚式の案内状やバー
スディカード、クリスマスカード等のグリーティングカードとして利用されることが多い
。
【０００７】
　また、近年においては、パンフレットやカタログ等の印刷物に貼着して利用される場合
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がある。会社案内や製品紹介等のパンフレットやカタログに貼着し、その会社や製品の概
要を音声情報として記録しておくことにより、会社や製品の宣伝効果を向上させることが
できる。
【０００８】
　ここで、パンフレットやカタログ等の印刷物においては、一般的に、机の上に置いた状
態で閲覧される場合が多い。そのため、上述した音声メッセージ伝達シートをパンフレッ
トやカタログ等の印刷物に貼着した場合、音声情報記録／再生手段にて再生された音声情
報による表面シートの振動が抑えられてしまい、音声情報が聴こえにくくなってしまうと
いう問題点がある。
【０００９】
　本発明は、上述したような従来の技術が有する問題点に鑑みてなされたものであって、
机の上に置いた状態で閲覧されるような印刷物等の被着体に貼着されて利用される場合に
おいても、再生された音声情報が聴こえにくくなってしまうことがない音声メッセージ伝
達媒体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために本発明は、
　シート状に構成され、少なくとも音声情報の再生が可能な音声情報記録／再生手段と、
前記音声情報記録／再生手段を表裏から挟み込んで互いに接着された第１及び第２の支持
シートと、前記第１の支持シートの前記第２の支持シートとの接着面とは反対側の面の全
面に接着された第１の表面シートとを具備し、前記第１及び第２の支持シート、並びに前
記第１の表面シートからなる積層体が折り部を中心に折り畳まれる第１の領域と第２の領
域とを有し、前記音声情報記録／再生手段は、前記第１の領域にて前記第１の支持シート
と第２の支持シートとに挟み込まれ、前記第２の支持シートは、前記第１の支持シートと
の接着面とは反対側の面のうち前記第２の領域の少なくとも一部に接着構造が表出してい
る音声メッセージ伝達媒体において、
　前記第２の支持シートの前記第１の支持シートとの接着面とは反対側の面に対して、前
記第１の領域に接着されるとともに、端部が前記折り部を越えて前記第２の領域の一部ま
で延びて接着された第２の表面シートを有し、
　前記接着構造は、前記第２の支持シートの前記第２の表面シートが接着されていない領
域にて表出していることを特徴とする。
                                                                                
【００１１】
　上記のように構成された本発明においては、折り部にて一度折り畳まれた後に、第１及
び第２の領域に見開かれ、第２の支持シートの第２の領域に表出した接着構造によって印
刷物等の被着体に貼着される。この際、折り部にて折り畳まれたことによる折り癖がつい
ており、被着体に貼着されていない第１の領域が被着体から浮き上がった状態となる。こ
の第１の領域には、少なくとも音声情報の再生が可能な音声情報記録／再生手段が第１の
支持シートと第２の支持シートとに挟み込まれ、第１の支持シートに第１の表面シートが
接着されているため、音声情報記録／再生手段にて再生された音声情報が、第１の表面シ
ートが振動することによっても外部に伝えられる。これにより、音量の増幅作用が生じ、
音声情報記録／再生手段にて再生される音声情報の音量が小さなものであっても音声情報
を外部に明確に伝えることができるようになる。
【００１２】
　また、被着体に貼着されて折り部にて折り畳まれたような状態においては、折り部の第
２の支持シート側が表出する。この際、第２の支持シートの第１の領域に接着された第２
の表面シートの端部が、折り部を越えて第２の領域の一部まで延びて接着されていれば、
第２の表面シートの折り部側の端部が表出せずに外観が損なわれることがなく、かつ、第
２の支持シートに設けられた接着構造が折り部近傍にて表出せず、ごみ等が付着すること
がない。さらには、この第２の表面シートにも折り部にて折り畳まれたことによる折り癖
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をつけることができ、被着体に貼着された場合に第１の領域が被着体から浮き上がりやす
くなる。
【００１３】
　また、このような音声メッセージ伝達媒体は、第２の支持シートの第２の表面シートが
接着されていない領域に、接着構造によって剥離紙が剥離可能に貼着されたり、印刷物が
貼着されたりして提供されることも考えられる。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように本発明においては、少なくとも音声情報の再生が可能な音声情報記
録／再生手段が、折り部を中心に折り畳まれる第１及び第２の領域のうち、接着構造によ
って被着体に貼着されない第１の領域にて第１の支持シートと第２の支持シートとに挟み
込まれた構成としたため、折り部にて一度折り畳まれて折り癖がつくと、第２の支持シー
トの第２の領域に表出した接着構造によって被着体に貼着された場合、音声情報記録／再
生手段が第１及び第２の支持シートに挟み込まれた第１の領域が被着体から浮き上がった
状態となる。そのため、音声情報記録／再生手段にて再生された音声情報が、表面シート
が振動することによっても外部に伝えられることになり、机の上に置いた状態で閲覧され
るような印刷物等の被着体に貼着されて利用される場合においても、再生された音声情報
が聴こえにくくなってしまうことがない。
【００１５】
　また、第２の支持シートの第１の領域に接着されるとともに、端部が折り部を越えて第
２の領域の一部まで延びて接着された第２の表面シートを有し、接着構造が、第２の支持
シートの第２の表面シートが接着されていない領域にて表出しているものにおいては、第
２の表面シートの折り部側の端部が表出せずに外観が損なわれることがなく、かつ、第２
の支持シートに設けられた接着構造が折り部近傍にて表出せず、ごみ等が付着することが
ない。また、この第２の表面シートにも折り部にて折り畳まれたことによる折り癖をつけ
ることができ、被着体に貼着された場合に第１の領域を被着体から浮き上がらせやすくす
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の音声メッセージ伝達媒体の実施の一形態を示す図であり、（ａ）は表
面から見た図、（ｂ）は内部構造を示す図、（ｃ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（
ｄ）は裏面から見た図である。
【００１８】
　本形態は図１に示すように、第１の領域である第１紙片領域２と、第２の領域である第
２紙片領域３とが折り部４を中心に折り畳まれるように構成されており、音声情報の記録
や再生が可能なシート状の音声情報記録／再生部３０が、紙基材等の柔軟性を有し、かつ
薄型の基材からなる第１の支持シート２０ａと第２の支持シート２０ｂとに挟み込まれて
いる。支持シート２０ａの支持シート２０ｂとは反対側の面の全面には、支持シート２０
ａの表面に塗布された粘着剤２５ａによって第１の表面シート１０ａが接着されており、
２枚の支持シート２０ａ，２０ｂと表面シート１０ａとから積層体が構成されている。ま
た、支持シート２０ｂの支持シート２０ａとは反対側の面のうち第１紙片領域２には、支
持シート２０ｂの表面に塗布された接着構造である粘着剤２５ｂによって第２の表面シー
ト１０ｂが接着されている。２枚の支持シート２０ａ，２０ｂは、音声情報記録／再生部
３０を挟み込んだ状態にて、支持シート２０ａ，２０ｂの表面に塗布された粘着剤（不図
示）によって互いに接着されている。そのため、音声情報記録／再生部３０は、この粘着
剤によって２枚の支持シート２０ａ，２０ｂ間に固定されている。また、音声情報記録／
再生部３０は、第１紙片領域２内にて２枚の支持シート２０ａ，２０ｂに挟み込まれてい
る。また、折り部４は、表面シート１０ａ，１０ｂ及び支持シート２０ａに表面シート１
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０ｂ側から施された筋押し加工によって形成されている。
【００１９】
　音声情報記録／再生部３０は、ピエゾ素子４１、振動板４２及びフィルムシート（不図
示）からシート状に構成されて音声情報を出力するための音声情報出力部４０と、外部か
ら入力された音声情報が記録されるメモリ領域を具備する薄型のＩＣチップ３４やコンデ
ンサ、抵抗等の回路素子が搭載されるとともに、外部からＩＣチップ３４に音声情報を記
録するための接続端子３５や導電パターンが形成された音声基板３２と、ＩＣチップ３４
のメモリ領域に記録された音声情報を音声情報出力部４０を介して出力する際に押下され
るスイッチ３３と、音声基板３２に接続され、音声基板３２に電源を供給するための柔軟
性を有してなるペーパー電池３１とから構成されており、これにより、音声情報記録／再
生部３０は、音声情報の記録や再生が可能に構成されている。音声基板３２は、柔軟性を
有し、かつ薄型の繊維強化プラスチック（ＦＲＰ）やポリエチレンテレフタレート（ＰＥ
Ｔ）、ポリイミドあるいはリードフレーム等からなるベース基板に、異方性導電性接着剤
（ＡＣＰ）や異方性導電性フィルム（ＡＣＦ）あるいはワイヤボンディング等によってＩ
Ｃチップ３４が接合されている。また、ＩＣチップ３４は、接続端子３５を介して入力さ
れた音声情報をメモリ領域に記録し、また、メモリ領域に記録された音声情報を音声情報
出力部４０を介して出力する制御を行うものである。
【００２０】
　また、この音声情報記録／再生部３０を挟み込んでいる２枚の支持シート２０ａ，２０
ｂのうち、一方の支持シート２０ａは、折り部４を介して第１紙片領域２と第２紙片領域
３とに渡って１枚のシートから構成されており、他方の支持シート２０ｂは、折り部４を
介して第１紙片領域２と第２紙片領域３とに分割された形状となっている。
【００２１】
　表面シート１０ａの第１紙片領域２には、スイッチ３３と対向する領域に、スイッチ３
３を押下するための再生ボタン２ｂが印刷され、また、音声情報出力部４０と対向する領
域に、音声情報出力部４０から出力された音声を外部に出力するための微細な穴が羅列さ
れてなる音声出力領域２ｃが形成されている。このように微細な穴が羅列されてなる音声
出力領域２ｃが形成されているため、音声情報出力部４０が表裏を表面シート１０ａ，１
０ｂで覆われた状態であっても、音声情報出力部４０から出力される音量の低下を補うこ
とができる。なお、音声出力領域２ｃにおいては、例えば、レーザ加工によって、０．１
ｍｍ径の穴が縦横２．０ｍｍ間隔で形成されている。そのため、抜き加工や針等によって
穴を形成する場合と比べてバリが発生せず、その後そのバリによって穴が塞がれてしまう
ことはない。また、再生ボタン２ｂにおいては、印刷によって表面シート１０ａ上に設け
ておかず、表面シート１０ａに情報が印刷された後に、スイッチ３３に対向する領域にシ
ールを貼付することによって設けることも考えられる。また、表面シート１０ａの第１紙
片領域２には、この音声メッセージ伝達媒体１を用いて視覚的に通知すべき情報を印刷あ
るいは記入するための情報表示領域２ａが設けられている。
【００２２】
　表面シート１０ｂは、支持シート２０ｂの支持シート２０ａとは反対側に対して、第１
紙片領域２において粘着剤２５ｂによって支持シート２０ｂに接着されるとともに、その
端部が折り部４を越えて第２紙片領域３の一部まで延びて粘着剤２５ｂによって支持シー
ト２０ｂに接着されている。なお、第２紙片領域３にて支持シート２０ｂと接着される一
部においては、剥離紙５０ｂを介して支持シート２０ｂと接着されている。それにより、
第２紙片領域３においては、その裏面のうち一部を除く領域には支持シート２０ｂに表面
シート１０ｂが接着されておらず、表面シート１０ｂが接着されていない領域にて、支持
シート２０ｂの表面に塗布された粘着剤２５ｂが表出している。
【００２３】
　図２は、図１に示した音声メッセージ伝達媒体１の積層状態を示す図である。
【００２４】
　図２に示すように、支持シート２０ａにおいては、音声情報記録／再生部３０と積層さ
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れた場合に、スイッチ３３、ＩＣチップ３４及び音声情報出力部４０と対向する領域に穴
２２，２３，２４ａがそれぞれ形成されている。
【００２５】
　また、支持シート２０ｂにおいては、音声情報記録／再生部３０と積層された場合に、
ペーパー電池３１及び音声情報出力部４０と対向する領域に穴２１，２４ｂがそれぞれ形
成されている。
【００２６】
　このように、支持シート２０ａの、スイッチ３３、ＩＣチップ３４及び音声情報出力部
４０と対向する領域に穴２２，２３，２４ａがそれぞれ形成され、また、支持シート２０
ｂの、ペーパー電池３１及び音声情報出力部４０と対向する領域に穴２１，２４ｂがそれ
ぞれ形成されることにより、ペーパー電池３１、スイッチ３３、ＩＣチップ３４及び音声
情報出力部４０が設けられている領域と他の領域とで厚さの差が小さくなり、それにより
、表面シート１０ａ，１０ｂの平坦性が向上し、表面シート１０ａ，１０ｂ上に情報を容
易に印刷することができるようになる。さらには、音声情報記録／再生部３０の最も厚い
部分の厚さに対して、支持シート２０ａ，２０ｂの厚さを合計した厚さを同等、若しくは
厚くすることにより、表面シート１０ａ，１０ｂをほぼ平坦な状態とすることができる。
この場合、音声情報記録／再生部３０の薄い部分、例えば音声基板３２の部分を支持シー
ト２０ａ，２０ｂにより挟み込むことによって音声基板３２が固定される。
【００２７】
　以下に、上記のように構成された音声メッセージ伝達媒体１の製造方法について説明す
る。
【００２８】
　図３は、図１及び図２に示した音声メッセージ伝達媒体１の製造方法を説明するための
図である。
【００２９】
　まず、ベース基材の両面に粘着剤が塗布され、剥離紙が剥離可能に貼着されてなるタッ
ク紙を用い、支持シート２０ａ，２０ｂを作製する。支持シート２０ａにおいては、穴２
２，２３，２４ａを形成し、また、支持シート２０ｂにおいては、穴２１，２４ｂを形成
するとともに、第１紙片領域２と第２紙片領域３とに分割する。
【００３０】
　このように作製された支持シート２０ａ，２０ｂを、音声情報記録／再生部３０を挟み
込んだ状態で、表面に塗布された粘着剤によって互いに接着する（図３（ａ））。
【００３１】
　次に、支持シート２０ｂに粘着剤２５ｂによって剥離可能に貼着されている剥離紙５０
ｂに対して、第２紙片領域３の折り部４となる部分に沿う領域にスリット５１を形成する
（図３（ｂ））。
【００３２】
　次に、支持シート２０ａに粘着剤２５ａによって剥離可能に貼着されている剥離紙５０
ｂを支持シート２０ａから剥離するとともに、支持シート２０ｂに粘着剤２５ｂによって
剥離可能に貼着されている剥離紙５０ｂのうち、スリット５１を介して第１紙片領域２側
の部分を支持シート２０ｂから剥離する（図３（ｃ））。
【００３３】
　次に、剥離紙２５ａが剥離された支持シート２０ａの全面に、表面シート１０ａを粘着
剤２５ａによって接着するとともに、支持シート２０ｂ側についてもその全面に表面シー
ト１０ｂを接着する。なお、支持シート２０ｂ側においては、第２紙片領域３の一部を除
く領域に粘着剤２５ｂによって剥離紙５０ｂが支持シート２０ｂに貼着されたままとなっ
ているため、この領域においては表面シート１０ｂは支持シート２０ｂに接着されずに剥
離紙５０ｂに重ね合わされ、他の領域において表面シート１０ｂが支持シート２０ｂに接
着されることになる（図３（ｄ））。
【００３４】
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　次に、第２紙片領域３において支持シート２０ｂに粘着剤２５ｂによって剥離可能に貼
着されている剥離紙５０ｂ及びそれに重ね合わされた表面シート１０ｂに対して、第２紙
片領域３の折り部４となる部分に沿う領域にスリット５２を形成する（図３（ｅ））。
【００３５】
　次に、第２紙片領域３において支持シート２０ｂに粘着剤２５ｂによって剥離可能に貼
着されている剥離紙５０ｂのうち、スリット５２を介して折り部４とは反対側の領域を、
表面シート１０ｂのうちその領域に重ね合わされた領域とともに支持シート２０ｂから剥
離する（図３（ｆ））。
【００３６】
　その後、第１紙片領域２と第２紙片領域３との間に、表面シート１０ａ，１０ｂ及び支
持シート２０ａに対して表面シート１０ｂ側から筋押し加工を施して折り部４を形成する
（図３（ｇ））。
【００３７】
　以下に、上述した音声メッセージ伝達媒体１の使用方法及びその際の作用について説明
する。
【００３８】
　図４は、図１及び図２に示した音声メッセージ伝達媒体１の使用方法及びその際の作用
を説明するための図である。また、図５は、図１及び図２に示した音声メッセージ伝達媒
体１が被着体となるパンフレットに貼着された状態を示す図である。
【００３９】
　図１及び図２に示した音声メッセージ伝達媒体１をパンフレットに貼着して使用する場
合は、パンフレットに貼着する前にまず、第２紙片領域３の支持シート２０ｂに剥離紙５
０ｂが貼着された状態で表面シート１０ａが内側となるように折り部４にて折り畳む（図
４（ａ））。図１及び図２に示した音声メッセージ伝達媒体１は、このように第２紙片領
域３の支持シート２０ｂに剥離紙５０ｂが貼着された状態で提供されてもよい。
【００４０】
　次に、支持シート２０ｂから剥離紙５０ｂを剥離し、第２紙片領域３において表出した
粘着剤２５ｂによって支持シート２０ｂをパンフレット１００に貼着する（図４（ｂ））
。なお、剥離紙５０ｂを支持シート２０ｂから剥離する際、剥離紙５０ｂのうちスリット
５２を介して折り部４側となる領域は、粘着剤２５ｂによって支持シート２０ｂに貼着さ
れたまま残存する。また、図１及び図２に示した音声メッセージ伝達シート１は、このよ
うにパンフレット１００等の印刷物に粘着剤２５ｂによって貼着された状態で提供されて
もよい。
【００４１】
　すると、支持シート２０ａが第１紙片領域２と第２紙片領域３とに渡って１枚のシート
から構成され、筋押し加工によって折り部４が形成されていることから、折り部４にて折
り畳まれたことによる折り癖がついているため、折り部４にて折れ曲がり、パンフレット
１００に貼着されていない第１紙片領域２がパンフレット１００から浮き上がった状態と
なる（図４（ｃ））。例えば、パンフレット１００が見開き可能な２面からなるものであ
る場合、パンフレット１００を見開くと、図５に示すように、折り部４を介して第１紙片
領域２のみがパンフレット１００から浮き上がり、ポップアップのような作用が生じる。
【００４２】
　ここで、第１紙片領域２には、音声情報の記録や再生が可能な音声情報記録／再生部３
０が２枚の支持シート２０ａ，２０ｂに挟み込まれ、支持シート２０ａに表面シート１０
ａが接着されているが、第１紙片領域２は、パンフレット１００から浮き上がった状態と
なっており、固定されていないため、この状態で再生ボタン２ｂを押下すれば、音声情報
記録／再生部３０にて再生された音声情報が、表面シート１０ａが振動することによって
も外部に伝えられる。これにより、音量の増幅作用が生じ、音声情報記録／再生部３０に
て再生される音声情報の音量が小さなものであっても音声情報を外部に明確に伝えること
ができるようになる。また、再生ボタン２ｂは、その領域を表裏から摘むことによって押
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下されることになるが、第１紙片領域２がパンフレット１００から浮き上がった状態とな
っているため、再生ボタン２ｂの領域が摘みやすくなる。また、第１紙片領域２にて支持
シート２０ｂに接着された表面シート１０ｂが、その端部が折り部４を越えて第２紙片領
域３の一部まで延びて接着されているため、折り部４にて折り畳まれたことによる折り癖
がこの表面シート１０ｂにもつき、第１紙片領域２がパンフレット１００から浮き上がり
やすくなる。
【００４３】
　また、パンフレット１００に貼着されて折り部４にて折り畳まれたような状態において
は、折り部４の背にあたる部分、すなわち、折り部４の支持シート２０ｂ側が表出する。
この際、第１紙片領域２にて支持シート２０ｂに接着された表面シート１０ｂが、その端
部が折り部４を越えて第２紙片領域３の一部まで延びて接着されているため、表面シート
１０ｂの折り部４側の端部が折り部４の背にあたる部分にて表出せずに外観が損なわれる
ことがなく、かつ、支持シート２０ｂに塗布された粘着剤２５ｂが折り部４近傍にて表出
せず、ごみ等が付着することがない（図４（ｄ））。
【００４４】
　なお、本形態においては、音声情報記録／再生部３０を挟み込む２枚の支持シート２０
ａ，２０ｂのうち、一方の支持シート２０ａが第１紙片領域２と第２紙片領域３とに渡っ
て１枚のシートから構成され、他方の支持シート２０ｂが折り部４にて第１紙片領域２と
第２紙片領域３とに分割されているが、上述したように折り部４にて折り畳まれたことに
よる折り癖をつけるには、２枚の支持シート２０ａ，２０ｂのうち少なくとも一方が第１
紙片領域２と第２紙片領域３とに渡って１枚のシートから構成され、筋押し加工等の折り
加工によって折り部４が形成されていればよく、２枚の支持シート２０ａ，２０ｂがいず
れも第１紙片領域２と第２紙片領域３とに渡って１枚のシートから構成されていてもよい
。
【００４５】
　また、本形態においては、ベース基材の両面に粘着剤が塗布され、剥離紙が剥離可能に
貼着されてなるタック紙を用いて支持シート２０ａ，２０ｂを作製しているが、粘着剤が
塗布されていないベース基材の両面に両面テープ等を貼付することによって支持シート２
０ａ，２０ｂを作製してもよい。
【００４６】
　また、本形態においては、被着体となるパンフレット１００に貼着される状態において
、第２紙片領域３に剥離紙５０ｂの一部が残存しているが、剥離紙５０ｂの一部が残存し
ない構成とすることも考えられる。その場合、第２紙片領域３において支持シート２０ｂ
に粘着剤２５ｂによって剥離可能に貼着されている剥離紙５０ｂのうち、スリット５２を
介して折り部４とは反対側の領域を、表面シート１０ｂのうちその領域に重ね合わされた
領域とともに支持シート２０ｂから剥離した後に、支持シート２０ｂに貼着されたまま残
存した部分を支持シート２０ｂから剥離して取り除いたり、剥離紙５０ｂに形成するスリ
ット５１と、その後に剥離紙５０ｂ及び表面シート１０ｂに形成するスリット５２とを同
じ位置に形成し、第２紙片領域３において剥離紙５０ｂ及び表面シート１０ｂを剥離する
際に剥離紙５０ｂの全てが支持シート２０ｂから剥離する構成としたりすることが考えら
れる。
【００４７】
　また、本形態にて示した音声情報記録／再生部３０は、接続端子３５を介して音声情報
がＩＣチップ３４に記録され、スイッチ３３が押下された場合に、ＩＣチップ３４に記録
された音声情報が再生されて音声情報出力部４０を介して出力されるものであるが、音声
情報記録／再生部３０は、音声情報がＩＣチップ３４に予め記録され、スイッチ３３が押
下された場合に、ＩＣチップ３４に記録された音声情報が再生されて音声情報出力部４０
を介して出力されるだけのものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
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【図１】本発明の音声メッセージ伝達媒体の実施の一形態を示す図であり、（ａ）は表面
から見た図、（ｂ）は内部構造を示す図、（ｃ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｄ
）は裏面から見た図である。
【図２】図１に示した音声メッセージ伝達媒体の積層状態を示す図である。
【図３】図１及び図２に示した音声メッセージ伝達媒体の製造方法を説明するための図で
ある。
【図４】図１及び図２に示した音声メッセージ伝達媒体の使用方法及びその際の作用を説
明するための図である。
【図５】図１及び図２に示した音声メッセージ伝達媒体が被着体となるパンフレットに貼
着された状態を示す図である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　　音声メッセージ伝達媒体
　２　　第１紙片領域
　２ａ　　情報表示領域
　２ｂ　　再生ボタン
　２ｃ　　音声出力領域
　３　　第２紙片領域
　４　　折り部
　１０ａ，１０ｂ　　表面シート
　２０ａ，２０ｂ　　支持シート
　２１，２２，２３，２４ａ，２４ｂ　　穴
　２５ａ，２５ｂ　　粘着剤
　３０　　音声情報記録／再生部
　３１　　ペーパー電池
　３２　　音声基板
　３３　　スイッチ
　３４　　ＩＣチップ
　３５　　接続端子
　４０　　音声情報出力部
　４１　　ピエゾ素子
　４２　　振動板
　５０ａ，５０ｂ　　剥離紙
　１００　　パンフレット
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